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ホワイトソルガムの 

アレルギー抑制効果 



アレルギー発症のメカ二ズム 

アレルギー
症状 

抗原 
（花粉など） 

IgE 
（原因抗体） 

肥満細胞 
好塩基球 

顆粒放出 

顆粒 

高親和性IgE受容体 
（FceRI) 

ヒスタミン等 



WSふすまのIgE産生抑制効果 
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内皮 

外皮 

コントロール 

内皮 (425 µg/ml) 

コントロール 

3 

ふすま、特に外皮
部分に強い IgE産
生抑制効果が認
められた。 

経時的な IgE産生
抑制効果が認め
られた。 



WSふすま抽出物のアレルギーモデルマウスへの経口投与 
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WSふすま抽出物の経口投与 (×1，×1/20) 

血清の回収 
脾臓細胞の回収 

卵白アルブミンOVAの腹腔内投与 



血中IgE濃度に及ぼすWSふすま抽出物の経口投与の影響 
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【OVA特異的IgE】 
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抗原特異的血
中 IgE濃度も抑
制された。 

血中 IgE濃度を
抑 制 す る 効 果
が確認された。 



脾臓細胞のIgE遺伝子発現に及ぼす経口投与の影響 

コントロール 

WSふすま抽出物 
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相対遺伝子発現
量 

脾臓細胞の遺伝子発現
を抑制することで、IgE産
生を抑制していることが
推察された。 



脾臓Th1/Th2バランスに及ぼす経口投与の影響 

Th1 Th2 

コントロール 

WSふすま抽出物 

100 79 

100  48 

( % ) 

Th1 
Th2 
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WSふすま抽出物の経口投与はThバランスをTh1優位にし、アレルギー状態を改善
することが推察された。 



WSふすまの脱顆粒抑制効果 

0 

5 

10 

15 

20 

25 

30 

0.50 0.17 0.06 NC Cont. 

WSふすま抽出物 ( % ) 

顆
粒

放
出

率
 (
 %

 )
  

 

p < 0.05 
p < 0.05 

抗　原	

アレルギー
症状  

RBL-2H3	cells	

顆粒	

ヒスタミン	

高親和性IgE受容体	
(FcεRI)	

IgE	

顆粒放出	


